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　厚生労働省は平成31（2019）年１
月10日、「キャリアコンサルタントの
継続的な学びの促進に関する報告書」
を公表した。同省が委嘱する「職業能
力開発専門調査員」でつくる「キャリ
アコンサルタント登録制度等に関する
検討会」（座長＝花田光世・慶應義塾
大学名誉教授）の議論をまとめたもの。
報告書は、平成28（2016）年４月に
創設された「キャリアコンサルタント
登録制度」を巡り、キャリアコンサル
タントが多様な領域で活躍するための
方策や、資格取得後に継続的に学んで
いくべき事項等を体系的に整理した。
報告書を踏まえ、同省では今後、関連
施策の立案や運用改善等を進め、キャ
リアコンサルタントの質の向上を図る
ことで、労働者等のキャリア形成支援
を一層、推進したいとしている。

インターンシップ方式で、実務
経験機会を提供する仕組み等の
検討を

　報告書によると、「キャリアコンサ
ルタント登録制度は、制度施行以来、
着実にその登録者数を伸ばすなど、順
調に推移して」きたものの、「資格試
験で求めている能力水準は、現実的視
点も考慮したいわばミニマム標準とし
て設定されたもの」であり、キャリア
コンサルタントとして実際に現場で十
分、活躍できる力量を身に付けるには、
「継続的学びによる資質向上と経験の
蓄積が必要不可欠」等となってきた。
　こうしたなか、報告書では、キャリ
アコンサルタントやこれを組織する団
体等に今後、求められる対応として、
「幅広く実際の現場で活躍できる機会

の確保・拡大に努めていくことが必要」
で、「例えば、キャリアコンサルタン
ト組織団体等の活動を通じて、いわゆ
るインターンシップ方式による実務経
験機会を創出する等の仕組み作りを検
討すべきである」等と指摘。また、キャ
リアコンサルタントが、それぞれの活
動領域で十分に活躍していくためには、
「キャリアコンサルティングの実務経
験を出発点として、自分自身の課題の
把握とその解決、更なる資質向上のた
めの自己啓発・能動的学習など、プロ
フェッショナルとしての水準の向上な
どを継続的に行っていく必要がある」
などと強調した。

継続的な学びのなかで特に 
必要とされる八つの学習項目

　そのうえで、報告書は、キャリアコ
ンサルタントが「現場のニーズに的確
に答え、必要とされ活躍できる（役に
立つ）人材集団となり社会的にも評価
される」ためには、①すべての活動領
域で共通的に求められる一定の能力水
準を確保したうえで、②それぞれの専
門領域や現場のニーズに常に意識を向
け、それぞれの立場で「役に立つ」観
点から活動の焦点を明確化したうえで、
これに応じた高い知識・スキルを身に
つけるよう努めるべき、などと「ある
べきキャリアコンサルタント像」を提
起した。
　また、「自らの助言・指導等がクラ
イアントに大きな影響を及ぼしうると
いうことを常に心に留め、また、一つ
一つの面談が極めて個別性の高いもの
であることを自覚して、面談に臨む必
要がある」とし、さらに「常に自らの

課題に気づくことに努め、主体的に自
らのキャリアコンサルタントとしての
能力・態度等の課題解決に取り組むべ
く学びを継続していかなければならな
い」などと提言した。
　そして、継続的な学びのなかで特に
求められる学習項目として、①個別面
談スキル、②倫理、③法令・制度、④
ツールの活用方法、⑤多職種連携に関
する知識、⑥組織への働きかけ手法、
⑦クライアントの特性理解、⑧制度上
位置付けられた役割の理解――を挙げ
た。

求められる学習のマトリックス
を提示

　報告書はまた、キャリアコンサルタ
ントに求められる学習には、「その内
容を継続的に深めること を目指す『深
化』と、一定水準の最新情報を学ぶこ
とを目指す『アップデート』があり、
学ぶべき対象は共通領域と専門領域に
分類できる」ことを指摘。さらに「専
門領域には必修と選択が存在してい
る」とした。
　具体的には、キャリアコンサルタン
トが力量を発揮するには、「様々な活
動に共通する事項を理解し学ぶことに
加え、自身の専門領域のなかで高度な
知識と技術を獲得することが肝要であ
り、それに向けた努力が必要」だとし
て、キャリアコンサルタントに求めら
れる知識・スキルを「学習のマトリッ
クス」（表）によって分類できるとし
ている。
　表に示された学習項目のうち、①②
⑤はすべてのキャリアコンサルタント
が深化を図るべきもの（共通深化型）、

7 十分な活躍に向けた方策等を提言
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③④はすべてのキャリアコンサルタン
トが学び、必要に応じたアップデート 
を図るべきもの（共通一定レベル型）、
⑥⑦⑧は専門領域に応じた内容を深く
学習すべきもの（専門深化型）に分類
できる。
　さらに、上記学習項目以外にも、企
業領域で活躍するキャリアコンサルタ
ントが組織レベルの支援について学ぶ
等の選択した専門領域において一定水
準必要なもの（専門一定レベル型）や、
領域内でさらに専門性を特化するもの
（専門内選択深化型）も存在する。
　また、「学習のマトリックス」に加え、
キャリアコンサルティングに関連する領
域についての知見を広げることも、実務
を円滑に進めるうえで有用としている。

自らの力量を客観的に 
診断できる機会の設定を

　報告書はまた、「標準的学習モデル」

について、「自らの力量がどの程度の
水準にあり（何がどれくらい不足して
おり）、どのような学習が必要なのか
を各人が的確に把握することは難し
い」ため、「各キャリアコンサルタン
トが、学習の計画と実行、学習成果の
振り返りができるよう、自らの力量を
客観的に診断できる機会の設定が求め
られる」などと指摘した。具体的には、
「個人的学習と並行して、必要に応じ、
キャリアコンサルタント組織団体等の
資源を活用した学習を組み合わせて、

継続的に学びを重ねていくべき」とし、
後者については「スーパービジョン」
や「事例検討会」「研修会・経験交流
会への参加」を提起するなどした。
　なお、報告書は、キャリアコンサル
タントが継続学習を進めていくために
は、「それを支える体制の整備が必要
不可欠」だとして、「指導者の育成」
や「養成講習・更新講習実施機関の役
割の明確化」、「ネットワークの活用」
などを挙げている。
� （調査部）

学習目標

深化 アップデート

全てのキャリアコンサルタ
ントが学ぶべき共通領域

必修 共通深化型
①　個別面談スキル
②　倫理
⑤　�多職種連携に関する知識

共通一定レベル型
③　法令・制度
④　ツールの活用方法

キャリアコンサルタントが
専門性を発揮する選択領域

必修 専門深化型
⑥　組織への働きかけ手法
⑦　�クライアントの特性理解
⑧　�制度上位置づけられた役割
の理解

専門一定レベル型

選択 専門内選択深化型

表　キャリアコンサルタントに求められる学習のマトリックス


